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特
集
●
「
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
」

特
集
●
「
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
」

高
齢
者
へ
の
虐
待
を
地
域
で
防
ご
う

  

〜
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
〜

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

　
　
　
　
　

  

高
齢
者
を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー

　

平
成
18
年
度
の
一
年
間
に
、
家
族
な
ど
か
ら
家
庭
内
で
虐

待
を
受
け
て
い
た
と
確
認
さ
れ
た
高
齢
者
の
数
は
、
全
国
で

１
万
２
、７
８
７
人
。
し
か
し
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の

事
例
が
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
三
好
町
に

お
い
て
も
４
件
の
虐
待
事
例
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
に
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
高
齢
者
虐
待
防

止
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
三
好
町
で
は
、

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
を
図
る
た

め
に
「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
高

齢
者
虐
待
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
土
壌
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
に
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

関
係
団
体
な
ど
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
ず
は
「
高
齢
者
虐
待
」に
つ
い
て
知
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
り
高
齢
者
を
見
守
る
こ
と
で
、
高
齢
者
虐

待
の
な
い
ま
ち
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

※写真は高齢者のイメージです。本文の内容とは一切関係はありません。※写真※写真※写真※写真※写真※写真写真※写真は高齢は高齢は高齢は高齢は高齢は高齢は高齢は高齢者のイ者のイ者のイ者のイ者のイ者のイ者のイ者のイメ ジメ ジメ ジメージメ ジメ ジメ ジメ ジですですですですです。です。です。です。本文の本文の本文の本文の本文の本文の本文の本文の内容と内容と内容と内容と内容と内容と内容と内容とは 切は 切は一切は一切は 切は 切は 切は 切関係は関係は関係は関係は関係は関係は関係は関係はありまありまありまありまありまありまありまありませんせんせんせんせん。せん。せん。せん。
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友人・知人
近隣住民 民生児童

委員

行政（町）

地域法人
など
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援センター
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協議会

介護サービ
ス事業所
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保健所
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委員会

消費生活
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早期発
見・見守りネットワーク

専
門
機
関
介

入
支援ネットワーク 保健

医療
福祉
サー
ビ

ス
介
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・

介護支援
専門員

見
守
り
・

支
援

サービス提供・

見守り・支援

意見・
見守り・支援

高齢者

三
好
町
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

左
図
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
虐
待
の
把
握
や
対
応
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
「
早
期
発
見
・
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
一
員
で
す
。
事
前
登
録
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
高
齢
者

を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の
目
と
な
り
、
普
段
の
生

活
の
中
で
の
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
声
掛
け
」、「
見
守
り
」
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
も
次
第
に
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
の
孤
立
や
介
護
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
に
よ
る
、
高
齢
者

へ
の
虐
待
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
好
町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
高
齢

者
の
虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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認
知
症
の
理
解
と
対
応
を

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
お
よ

そ
６
割
に
認
知
症
の
症
状
が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
家
族
な
ど
が
「
認
知
症
に
な

っ
た
現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」「
認

知
症
へ
の
対
応
方
法
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
虐
待
に
発
展
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
家

に
相
談
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　

介
護
は
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
が
多

く
、
家
族
や
一
人
だ
け
で
続
け
て
い
く

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
長
年
の
介
護

の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
介
護
者
の
孤
立

な
ど
が
原
因
で
、
こ
と
ば
の
暴
力
や
介

護
の
放
棄
に
つ
な
が
り
、
虐
待
が
起
こ

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
専
門
家
に
相
談
を
し
た

り
、
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
福
祉
課
内
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

虐
待
に
な
る
前
に

 

【 

身
体
的
虐
待
】

　

 

暴
力
的
行
為
に
よ
っ
て
身
体
に
傷
や
あ

ざ
、
痛
み
を
与
え
る
こ
と

　

 （
具
体
例
）

　

・ 

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
打
撲
さ
せ
る

　

・ 

ベ
ッ
ド
や
車
い
す
な
ど
に
体
を
縛
り

つ
け
た
り
、
薬
を
過
剰
に
飲
ま
せ
た

り
し
て
、
身
体
拘
束
や
抑
制
を
す
る

 

【 

介
護
の
放
棄
・
放
任
】

  

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

 

衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
、
ま

た
は
長
時
間
の
放
置
、
世
話
を
し
な
い

こ
と
で
生
活
環
境
や
身
体
、
精
神
状
態

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

　
 （

具
体
例
）

　

・ 

入
浴
を
さ
せ
な
い

　

・ 
食
事
や
水
分
を
十
分
に
与
え
ず
脱
水

症
状
や
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る

　

・ 

室
内
に
ご
み
を
放
置
す
る
な
ど
劣
悪

な
住
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る

　

・ 

本
人
が
必
要
と
す
る
介
護
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
制
限
し
、
使
わ
せ
な
い

 

【 

心
理
的
虐
待
】

　

 

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
態
度
、
嫌

が
ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え

る
こ
と

　

 （
具
体
例
）

　

・
ど
な
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う

　

・ 

意
図
的
に
無
視
す
る

　

・ 

排
せ
つ
の
失
敗
を
ば
か
に
し
た
り
、

そ
れ
を
人
前
で
話
し
た
り
し
て
恥
を

か
か
せ
る

　

・ 

侮
辱
を
込
め
て
子
ど
も
の
よ
う
に
扱

う

 

【 

性
的
虐
待
】

　

 

高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
、
ま
た
は
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行

為
を
さ
せ
る
こ
と

　

 （
具
体
例
）

　

・ 

排
せ
つ
の
失
敗
に
対
し
て
懲
罰
的
に

衣
類
を
身
に
着
け
さ
せ
ず
放
置
す
る

　

・ 

い
か
が
わ
し
い
行
為
を
強
い
る

 

【 

経
済
的
虐
待
】

　

 

本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使

用
す
る
こ
と
、
ま
た
は
本
人
が
希
望
す

る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る

こ
と

　
（ 

具
体
例
）

　

・ 

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
使
わ
せ
な
い

　

・ 

本
人
の
自
宅
な
ど
を
無
断
で
売
却
す

る

　

・ 

現
金
や
預
貯
金
を
本
人
の
意
思
や
利

益
に
反
し
て
使
用
す
る

高
齢
者
へ
の「
虐
待
」と
は

特
集
●
「
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
」

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
次
の
よ
う
な
行
為
を

「
虐
待
」と
定
め
て
い
ま
す
。
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高
齢
者
虐
待
は
、
深
刻
な
状
態
に
な
る
ま
で
に
何
ら
か
の
「
サ
イ
ン
」
を
周
囲

に
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
第

一
歩
で
す
。

　

左
記
の
各
項
目
は
、
虐
待
の
疑
い
の
一
例
で
、
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
く
な
る

ほ
ど
疑
い
が
強
く
な
り
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」

　
　
　
　
　
　
　

と
疑
い
を
感
じ
た
ら

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
加
害
者
に
自
覚
が
な
か

っ
た
り
、
被
害
者
本
人
が
遠
慮
を
し
た
り
し
て
、

虐
待
の
事
実
が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
周
り
で
虐
待
の
疑
い
を
感
じ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
少
し
勇
気
を
出
し
て
、
下
記

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。
通
報
を
受
け
た
場
合
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
事
実
関
係
の
確
認
な
ど
を
行
っ
た
後
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
の
保
護
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
相
談
支
援
な
ど
必
要
な
対
応

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
介
護
の
悩
み
な
ど
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

通
報
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

　

通
報
者
が
誰
か
な
ど
の
秘
密
は
、
守
秘
義
務
に

よ
り
厳
守
さ
れ
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
虐
待
防
止
法

で
は
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発

見
し
た
人
は
市
町
村
に
通
報
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
を
一
刻
も
早
く
虐
待
か
ら
救
う
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■相談・通報窓口

　三好町地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　☎（３２）８５００　 （３４）３３８８
　【相談日】　月曜日から金曜日まで（祝日・年末年始を除く）
　【相談時間】　午前８時30分から午後５時15分まで
　※夜間・休日は、三好町役場（代表）☎（３２）２１１１
　　へご連絡ください。

を除く）
で
１

見
逃
さ
な
い
で
！ 

虐
待
の
サ
イ
ン

相
談
や
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

虐
待
の
サ
イ
ン
の
一
例

【
高
齢
者
の
様
子
】

　

□　

体
に
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
。

　

□　

異
常
な
体
重
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。

　

□　

外
で
食
事
す
る
と
き
に
、
一
気
に
飲
食
す
る
。

　

□　
「
家
に
い
た
く
な
い
」
な
ど
の
訴
え
が
あ
る
。

　

□　
「
通
帳
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
」
な
ど
の
訴
え
が
あ
る
。

　

□　

 

強
い
無
力
感
、
抑
う
つ
、
あ
き
ら
め
、
投
げ
や
り
な
態
度
が
見

ら
れ
る
。

　

□　

 

天
気
が
悪
く
て
も
、
高
齢
者
が
長
時
間
外
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

【
家
族（
養
護
者
）や
家
の
様
子
】

　

□　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
様
子
が
乱
暴
に
見
え
る
。

　

□　

 

必
要
な
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
。
服
薬
の
介
助
を
し
て
い
な
い
。

　

□　

 

家
の
中
か
ら
、
家
族
の
怒
鳴
り
声
や
、
高
齢
者
の
悲
鳴
が
聞
こ

え
る
。

　

□　

 

部
屋
の
中
に
衣
類
、
お
む
つ
、
食
べ
残
し
が
散
乱
し
て
い
る
。

　

□　

 

人
前
で
お
む
つ
を
替
え
た
り
、
し
ば
ら
く
裸
の
ま
ま
に
し
た
り

し
て
お
く
。
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事業名 対　象
定員：実施個所数

計画策定時（16年度末） 18年度実績 21年度（計画達成）目標

通常保育
3歳未満児 145人：6カ所 175人：8カ所 215人：9カ所 

3歳～5歳未満児 1,215人：9カ所 1,185人：9カ所 1,285人：10カ所

延長保育 就園児 300人：6カ所 350人：7カ所 496人：9カ所

休日保育 就園児 20人：1カ所 20人：1カ所 20人：1カ所

放課後児童健全育成
小学校1年
生～4年生
の児童

公立 196人：6カ所 267人：7カ所 211人：6カ所

私立 75人：3カ所 89人：3カ所 89人：3カ所

一時保育 小学校就学前児童 30人：3カ所 30人：3カ所 43人：5カ所

ファミリーサポート
センター 町民 0カ所 1カ所 1カ所

母子通園 1歳～3歳程度児
と保護者 0カ所 1カ所 1カ所

子ども(虐待)相談 町民 0カ所 1カ所 1カ所

■ 三好町児童育成計画の進行状況

三
好
町
児
童
育
成
計
画

の
進
行
状
況
の
公
表

　

三
好
町
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
平

成
17
年
３
月
に「
第
２
次
三
好
町
児
童
育
成
計
画（
子

ど
も
い
き
い
き
夢
プ
ラ
ン
）」を
策
定
。
親
や
地
域
社

会
が
子
育
て
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
実
施
期
間
と
し
て
、
毎
年
進
行
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た

主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

ま
す

計
画
の
骨
子

●
基
本
理
念

　

 「
親
と
地
域
が
心
豊
か
に
子
育
て
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
ま
ち
」

●
基
本
目
標

　

① 

親
子
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

　

②
み
ん
な
が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

③
子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

　

④ 

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　

⑤
す
べ
て
の
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
計
画
の
推
進

　

 　

計
画
の
推
進
に
向
け
て
は
、
学
識
経
験
者
、
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
団
体
、
地
域
の
児

童
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
第
２

次
三
好
町
児
童
育
成
計
画
推
進
委
員
会
」
で
計
画

の
進
行
状
況
の
把
握
や
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
計
画
の
詳
細
情
報

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

http://w
w
w.tow

n.aichi-m
iyoshi.lg.jp/kosodate/

※1  3歳未満児の利用増加に伴い、受入可能な定員1,360人の中で、3歳～5歳未満児の定員を減らして調整しています。
※2  計画策定時より実施個所が1カ所（三吉児童クラブ）増えたため、受入可能な定員が21年度目標より多くなっています。

※1

※2

〜
子
ど
も
い
き
い
き
夢
プ
ラ
ン
推
進
中
〜

▼
問
い
合
わ
せ
＝

　

子
育
て
支
援
課

　

☎（
32
）８
０
３
４

　

（
34
）３
３
８
８
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※職員手当には退職手当を含みません。職員数は平成18年4月1日現在の人数です。

　

町
職
員
の
人
事
や
給
与
な
ど
に
つ
い
て
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給
与
は
、
民
間
企

業
の
賃
金
を
基
に
し
て
出
さ
れ
る「
人
事
院
勧
告
」を
は
じ
め
、
国
や
ほ
か

の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
地
方
自
治
法
と
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
町
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
職
員
課　

☎(
32)
８
３
５
１　

(

32)

２
１
６
５

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.a
ic
h
i-m
iyo
sh
i.lg
.jp
/syo

ku
in
/

町
人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
公
表

2. 職員の給与などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1. 職員数などの状況　　　　　　　　　　 　　

※ 職員数は一般職に属する職員の人数で、地方公務員の身分を有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

0

5

10

15

20
H14年H19年

60
以
上

56
〜
59

52
〜
55

48
〜
51

44
〜
47

40
〜
43

36
〜
39

32
〜
35

28
〜
31

24
〜
27

20
〜
23

20
未
満

（％）

（歳）

■年齢別職員構成比の比較

（1） 部門別職員数の状況と主な増減理由
区分

部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H18年度 H19年度

一
般
行
政

議　会 5人 5人
総　務 96人 96人
税　務 21人 22人 1人 休職職員の増員
労　働 3人 3人
農　水 16人 16人
商　工 3人 3人
土　木 32人 30人 △2人 事務の見直しによる減員

民　生 108人 111人 3人 事業移管、休職職員・育休任期
付職員の配置による増員

衛　生 29人 29人
小　計 313人 315人 2人

特
別
行
政

教　育 60人 52人 △8人 事務の統廃合などによる減員
消　防 0人 0人
小　計 60人 52人 △8人

公
営
企
業
な
ど

病　院 93人 98人 5人 検査・看護業務増による増員
下水道 9人 9人

そのほか 21人 24人 3人 育休任期付職員の配置による
増員、派遣職員の増員

小　計 123人 131人 8人
合　計 496人 498人 2人

（2） 年齢別職員構成
区  分 職員数 区  分 職員数
20歳未満 0人 40～43歳 42人 
20～23歳 20人 44～47歳 46人 
24～27歳 52人 48～51歳 72人
28～31歳 61人 52～55歳 57人
32～35歳 53人 56～59歳 41人
36～39歳 53人 60歳以上 1人

合計 498人

（3） 定員管理の数値目標と進行状況
区分

部門
H17年度
（計画始期） H18年度 H19年度 進行状況

（H17～H19年度）
数値目標

H22年度（計画終期）
全部門（町民病院
事業を除く）

定員 387人 392人 384人 ― 374人
増減 ― 5人 ▲8人 ▲3人 純減数：13人、純減率：3.4％

（1） 人件費の状況

区　分 住民基本台帳人口
（H19年3月31日現在） 歳出額 （A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
H17年度
人件費率

H18年度 5万3,956人 224億9834万7千円 18億1506万3千円 35億1654万9千円 15.6％ 14.4％

（2） 職員給与の状況

区　分 職員数
（A）

給　与　費 一人当たり
給与費 （B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （B）

H18年度 373人 14億2168万5千円 4億2334万6千円 6億3730万5千円 24億8233万6千円 676万4千円

（平成18年度普通会計決算）

（平成18年度普通会計決算）

（各年4月1日現在）

（各年4月1日現在）
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※ 職員数は、三好町の給与条例に基づく給料表の級区分によ
ります。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
代表的な職務です。

※平成18年度から9級制から8級制に変更しています。

3. 一般行政職の級別職員数の状況                                                               

4. 職員の手当の状況                                                                                   

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
8級 部長 14人 5.3％
7級 次長 16人 6.0％
6級 課長・主幹 38人 14.3％
5級 課長補佐 45人 17.0％
4級 係長 45人 17.0％
3級 主査 52人 19.6％
2級 主事・技師 29人 10.9％
1級 主事・技師 26人 9.8％

■一般行政職の級別職員数の比較

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H14年H18年H19年

（％） 9級 4.6%5.4%
6.9%

13.7%

16.6%

20.6%

9.0%

16.6%

11.2%

18.7%

13.7%

7.6%

13.7%

14.9%

7.6%

18.7%

0.4%

8級 5.3%
7級 6.0%

6級14.3%

5級17.0%

4級17.0%

3級19.6%

2級10.9%

1級 9.8%

（各年4月1日現在）

（1） 期末手当・勤勉手当
区　分 三好町 国
期末手当 3.0 月分（1.6） 3.0 月分（1.6）
勤勉手当 1.45月分（0.75） 1.45月分（0.75）

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置 役職加算5～20％ 役職加算5～20％

管理職加算10～25％
1人当たり平均支給額 165万9千円 －

（H18年度実績）

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

（2） 地域手当
区　分 支給実績
支給率 10％

支給対象職員数 482人
支給実績 2億1106万円

支給職員1人当たり
平均支給年額 39万8,979円

※平均給与月額は、給料月額と諸手当の額を合計したものです。

（5）初任給の状況
区　分 大学卒 高校卒
一般行政職 17万8,800円 14万4,500円
技能労務職 ― 15万8,600円

（6）経験年数別・平均給料月額の状況
区　分 大学卒

一般行政職
経験年数10年 27万3,900円
経験年数15年   30万978円
経験年数20年 35万3,260円

（4） 平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
区　分 三好町 国

一般行政職
平均年齢 43.8歳 40.7歳
平均給料月額 34万8,789円 32万5,724円
平均給与月額 42万4,368円 38万3,541円

技能労務職
平均年齢 49.7歳 48.8歳
平均給料月額 24万6,150円 28万7,094円
平均給与月額 27万6,490円 ―

（3） ラスパイレス指数の状況

90

95

100

105
H18年H13年

全国市平均全国町村平均類似団体平均三好町

（％）

100.5

96.0
97.3

94.2
96.1

93.5

101.4

97.4

■ラスパイレス指数の比較

ラスパイレス指数

Key Word

　国家公務員の給与
水準を 100 とした
場合に、地方公務員
の給与水準を指数で
示したものです。

※ 類似団体平均は、人口
規模、産業構造が類似
している団体のラスパ
イレス指数を単純平均
したものです。

（各年4月1日現在）

2. 職員の給与などの状況（続き）                                                                            

※ 平均給与月額は、給料月額と諸手当の額を合計したものです。

（H18年度決算）
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区　分 給料月額等

給料
町　長 93万1,000円
副町長 76万8,000円

報酬
議　長 45万2,000円
副議長 34万9,000円
議　員 30万8,000円

期末手当 町長、副町長、議長、
副議長、議員

3.35月分
（H19年度支給割合）

退職手当
（1期毎）

町　長 2011万円
（給料月額×在職月数×0.45）

副町長 995万円
（給料月額×在職月数×0.27）

（3） 時間外勤務手当
区　分 H18年度 H17年度
支給実績 1億7393万9千円 1億5784万2千円

職員1人当たり
平均支給年額 41万5千円 39万6千円

※ 退職手当の「1期
の手当額」は、4
月1日現在の給
料月額および支
給率に基づき、
1期（4年＝48月）
勤めた場合の見
込額です。

5. 特別職の報酬などの状況                    　　         

4. 職員の手当の状況（続き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（4） 退職手当
区　分 三好町 国

勤続20年
自己都合 23.50月分 23.55月分
勧奨・定年 30.55月分 30.55月分

勤続25年
自己都合 33.50月分 33.50月分
勧奨・定年 41.34月分 41.34月分

勤続35年
自己都合 47.50月分 47.50月分
勧奨・定年 59.28月分 59.28月分

最高限度額
自己都合 59.28月分 59.28月分
勧奨・定年 59.28月分 59.28月分

定年前早期退職特例措置 2～20％加算 2～20％加算

1人当たり
平均支給額

自己都合 397万9千円 ―
勧奨・定年 2736万6千円 ―

※ 退職手当の1人当たり平均支給額は、平成18年度に退職した
職員に支給された平均額です。

（6） そのほかの手当

区分 内　容 支給実績 支給職員1人当た
り平均支給年額

扶養
手当

配偶者1万3,000円、扶養
親族1人につき6,500円
（配偶者がない場合、1人
目1万1,000円）

6123万6千円 24万9,830円

住居
手当

借家・借間…1万2,000円
を超える家賃額に応じて
支給（最高2万7,000円）
持家…2,500円（新築・購
入5年以内）

1989万3千円 18万6,183円

通勤
手当

交通機関利用者…運賃相
当額範囲内で支給（最高
5万5,000円）
自動車等使用者…使用距
離に応じて支給（最高2万
1,500円）

2126万6千円 5万4,043円

管理職
手当

部長・局長・参事・室長…
9万6,700円
次長・室長・専門監・所長・
館長…6万8,100円
課長・主幹・所長・指導保育
士・園長…5万2,900円

7326万3千円 75万6,252円

（5） 特殊勤務手当
区　分 支給対象業務 支給単価

不快手当
ごみの収集運搬、不燃物
処理場管理業務 日額390円

犬猫などの死体処理業務 1回390円

危険手当

交通遮断せずに行う道路
などの維持修繕業務 日額300円

地上10ｍ以上で行う工事
監督、または検査業務 日額270円

災害応急作業、または調
査業務

日額480円、
730円

防疫手当
法定伝染病の病原体の付
着した物件などの処理業
務

日額390円

税務手当 庁外で行う滞納金の徴収、
または滞納処分業務

日額500円

行旅人取
扱手当

行旅病人の救護収容、ま
たは行旅死亡人死体処理
業務

1回500円、
2,000円

用地交渉
手当 庁外で行う用地交渉業務 日額600円

保育手当 保育園において保育士と
して従事する業務

月額2,500円

訪問看護
手当 訪問介護業務 日額300円

区　分 全職員
（医療職を除く） 医療職

支給実績
（H18年度決算） 2827万9千円

支給職員1人当たり
平均支給年額

（H18年度決算）
9,613円 29万8,425円

職員全体に占める手
当支給職員の割合
（H18年度）

78.6％ 84.3％

（H18年度実績）

特集：町人事行政の運営状況の公表
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三
好
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
町
政

に
対
す
る
意
見
を
町
長
が
直
接
お
聴
き
す
る
、

対
話
集
会「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」を
開
催
し
た

り
、提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て「
皆

さ
ま
の
提
言
」を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て「
心
の
通
う
対
話
の
町
政
」を
進
め
て
い

こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」で

寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
町
長
の
発
言
要
旨
や「
皆

さ
ま
の
提
言
」に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、主

に
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
の
意
見
と
回
答
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
11
月
18
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
ご
と
に
６
会
場
で
開

催
し
た「
市
制
施
行
に
関
す
る
説
明
会
」で
寄
せ

ら
れ
た
意
見
と
町
長
ほ
か
の
発
言
要
旨
を
抜
粋

で
紹
介
し
ま
す
。

●
意
見
＝
市
に
な
る
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
答
＝
市
に
な
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
個
人
が
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
な
形
で
享
受
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
概
に
言
う
こ
と
は
大
変

難
し
い
で
す
。
例
え
ば
、
市
に
な
っ
て
福
祉
事

務
所
を
設
置
す
る
と
、
事
務
は
迅
速
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
反
面
、
そ
の
設
置
と
運
営

の
た
め
の
経
費
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
福
祉
事
務
所
を
利
用
す
る
人
に
は
、
事
務

の
迅
速
化
は
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
が
、
利
用

し
な
い
人
は
、
経
費
の
増
加
を
デ
メ
リ
ッ
ト
と

と
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
方
の
時
代
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
権

限
は
国
か
ら
移
譲
さ
れ
て
い
る
反
面
、
財
源
は

つ
い
て
こ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ま
だ
ま
だ
権
限
は
移
譲
さ
れ
ま
す
が
、
市
に

な
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
的
自
治
体
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
、
三
好
町
の
発
展
の
た
め
に

は
必
要
で
あ
り
、
住
民
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
信

じ
て
市
制
へ
の
移
行
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
市
に
な
る
と
福
祉
行
政
が
迅
速
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
れ
く
ら

い
速
く
な
る
の
で
す
か
。

●
回
答
＝
障
害
者
福
祉
手
当
の
申
請
か
ら
認
定

さ
れ
る
ま
で
の
事
務
を
例
に
す
る
と
、
平
成
19

年
度
実
績
で
は
、
平
均
13
・
３
日
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
と
５
日
く

ら
い
に
な
る
見
込
み
で
す
。

●
意
見
＝
西
三
河
で
は
、
豊
田
市
が
合
併
す
る

前
は
４
郡
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
で
幡
豆

郡
の
３
町
と
西
尾
市
が
再
度
合
併
の
懇
談
を
始

め
た
と
あ
り
、
市
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
と
し
て
残
る
の
は
三
好
町
と
幸
田
町
だ

け
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
西
三
河
の
状
況
に
対

す
る
町
長
の
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

三
好
町
は
５
万
６
千
人
の
人
口
が
あ
り
、
財

政
も
豊
か
で
す
。
そ
の
時
代
ご
と
の
首
長
の
英

断
で
す
ば
ら
し
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
、
市
制
施
行
の
決
断

を
し
て
い
た
だ
き
、
三
好
町
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
な
い
と
い
う
判

断
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
腹
を
据
え
て
将
来
を
見

据
え
た
施
策
だ
と
感
じ
ま
す
。
三
好
町
を
取
り

巻
く
状
況
は
待
っ
た
な
し
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

●
回
答
＝
数
年
前
ま
で
、
県
内
の
市
町
村
数
が

88
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
西
三
河
地
域
の
町
村

は
、
稲
武
町
が
途
中
で
東
加
茂
郡
に
編
入
し
４

◇
市
制
施
行
に
関
す
る
説
明
会　

心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」

市制施行名称等検討委員会で市制への移行の時期と市の名
称案を検討しています。
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町
村
、
西
加
茂
郡
が
３
町
村
、
額
田
郡
が
幸
田

町
と
額
田
町
の
２
町
、
幡
豆
郡
が
３
町
で
し

た
。
そ
れ
が
今
、
東
西
加
茂
郡
で
は
三
好
町

が
、
額
田
郡
は
幸
田
町
が
残
っ
た
だ
け
と
な

り
、
幡
豆
郡
は
３
町
の
ま
ま
で
す
。
幸
田
町
も

現
段
階
で
は
人
口
が
足
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

な
ら
市
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
東
浦
町
は
人
口
お
よ
そ
４
万
８
千
人
で

す
が
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
待
っ

て
市
制
に
向
け
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

三
好
町
に
も
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
名
古
屋

方
面
で
も
合
併
の
動
き
が
あ
り
、
今
の
ま
ま
で

は
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
合
併
し
て
必
要
経
費

を
極
力
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
町
村
は
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
く
方
向
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
町
村
会
で
話
を
す
る

と
「
三
好
町
は
財
政
が
豊
か
だ
か
ら
い
い
ね
」

と
い
う
話
だ
け
で
、
そ
れ
よ
り
発
展
し
た
話
に

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
三
好
町
が
よ
り
良

い
情
報
を
つ
か
ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
職
員
も
市
と
の
交
流
の
中
で
新

し
い
情
報
を
先
取
り
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
市
に
な
っ
た
ほ
う
が

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
信

念
を
持
っ
て
今
回
の
説
明
会
に
臨
ん
で
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
聞
け
る
の
は
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
し
、
市
制
施
行
名
称
等
検
討

委
員
会
に
も
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

お
伝
え
し
て
検
討
い
た
だ
き
ま
す
。

●
意
見
＝
平
成
17
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

尊
重
し
、
町
制
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

は
ず
な
の
に
、
わ
ず
か
２
年
足
ら
ず
で
そ
れ
を

翻
し
て
市
制
施
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

町
民
の
意
思
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

民
主
主
義
の
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
中
に
市
制
施
行
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
か
ら
そ
の
件
に
関

す
る
信
任
は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
し
市
制
施
行
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
一
度
町
長
を
辞
職
し
、
市
制
施
行
を
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
で
再
度
立
候
補
し
た
う

え
で
、
当
選
し
て
か
ら
市
制
施
行
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。

●
回
答
＝
平
成
15
年
の
豊
田
加
茂
地
域
の
合
併

を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
市
制
を
望

む
声
が
町
制
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
17
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
町
制
の
継
続
を
望
む
声
が
多
く
、
結
果
が

逆
転
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
尊
重
し
て
町
制

の
継
続
を
表
明
し
ま
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

つ
い
て
は
平
成
17
年
６
月
く
ら
い
か
ら
準
備
を

し
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
出
る
の

と
町
長
選
挙
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
っ
た
た

め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
あ
え
て
市
制
施
行
に

つ
い
て
は
盛
り
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
17

年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
２
年
足
ら
ず
で
市
制
施

行
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
は
事
実
で
す
が
、

現
在
の
状
況
を
考
え
る
と
早
期
に
市
制
施
行
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
た
め
で
す
。
県
の
町

村
会
の
理
事
会
に
出
席
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
か

の
町
村
長
と
は
財
政
力
や
立
地
条
件
、
県
や
国

に
求
め
る
こ
と
の
違
い
の
た
め
意
見
が
合
わ
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
市
制
施
行
は
手
続

き
に
も
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
今
す
ぐ
に
市
制

施
行
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時

期
や
名
称
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
こ

う
し
て
直
接
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
に
な
っ
た
方
が
、
三
好
の
将
来

を
考
え
た
中
で
、
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え

て
市
制
施
行
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
過
去
の
経
緯
が
ど
う
こ
う
と
か
、
細

か
い
こ
と
で
な
く
、
何
十
年
先
を
見
越
し
て
市

制
施
行
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
手
法
を
取
り
上

げ
て
反
対
す
る
の
で
な
く
、
大
局
的
に
判
断
す

る
と
、
市
制
に
向
か
っ
て
進
む
べ
き
と
考
え
ま

す
。
現
在
の
三
好
町
の
繁
栄
が
あ
る
の
は
、
そ

の
時
々
の
良
い
政
策
を
推
進
さ
れ
た
お
か
げ
で

あ
り
、
今
回
も
町
長
の
判
断
を
支
持
し
ま
す
。

●
回
答
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
意
見
＝
今
回
は
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
わ
な

い
の
か
、
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
町

民
の
意
思
に
従
っ
て
町
政
を
運
営
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
形
で
町
民
の
判
断

を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

●
回
答
＝
平
成
15
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
市
制
施
行
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
っ
て
市
制
施
行
す
る

▲市制施行に関する説明会の各会場で、冒頭に開
催趣旨を説明する久野町長
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と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平

成
15
年
と
平
成
17
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
２
年

と
い
う
期
間
で
全
く
逆
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
理
由
の
分
析
は
非
常
に
難
し
い
で
す

が
、
市
に
な
っ
て
も
、
町
で
あ
る
現
在
と
何
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
と
い
う
形
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
地

域
に
出
向
い
て
直
接
意
見
を
伺
っ
て
い
く
と
い

う
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
意
見
の
伺
い
方
も

色
々
あ
り
、
住
民
投
票
を
す
べ
き
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
世
帯
で
も
、
若
い
世
代

と
お
年
寄
り
で
は
意
見
が
違
う
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
が
、
家
族
で
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
当
時
は
、
１
世
帯
に
１
枚

と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
い
人

か
ら
は
、
「
自
分
は
全
く
意
見
を
言
え
な
い
ま

ま
ア
ン
ケ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
取
り
方
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
回
は
、
こ
う
い
っ
た
説
明
会
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

市
制
施
行
に
つ
い
て
は
議
会
に
議
案
と
し
て
提

出
し
た
上
で
決
ま
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
が
一
方

的
に
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
意
見
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
を
「
民
意
」
と
い
う

が
、
必
ず
し
も
民
意
が
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
は
疑
問
に
感
じ
ま
す
。
平
成
15
年
と
平
成

17
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
そ
れ
は
明

ら
か
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
た
と

き
に
、
「
日
本
で
一
番
人
口
の
多
い
町
」
と
い

う
だ
け
で
は
、
何
も
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
10
年
、
20
年
、
あ
る
い
は
も
っ
と

先
を
見
据
え
て
市
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
い
た
う

え
で
着
実
に
進
め
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

前
面
に
出
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
な
い
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
「
や
ら
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を

や
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
公
約
違
反
で
す
が
、

今
回
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
町
長

の
進
め
方
に
は
賛
成
で
す
。
少
し
急
ぎ
す
ぎ
と

感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
十
分
に
聞
い
て
、
こ
の
方
向
で
進
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
回
答
＝
確
か
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
は

非
常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
こ
の
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
町
長
は
ど
う
い
う
市
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
か
。
目
指
す
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど

う
い
う
も
の
か
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
答
＝
基
本
的
に
は
三
好
町
は
田
園
の
中
に

広
が
る
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
を
増

や
す
た
め
の
施
策
ば
か
り
で
は
、
い
ず
れ
は
住

み
に
く
い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
住
み

や
す
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
農
地
の
保
全

は
大
事
な
こ
と
で
す
。
現
実
に
農
業
後
継
者
が

い
な
い
と
い
う
状
況
が
起
き
て
い
ま
す
の
で
、

農
地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
、
一
方
で
は
緑
を
守
り
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
住
み
や
す
い
環
境
を
い
か
に

作
っ
て
い
く
か
が
、
名
古
屋
市
と
豊
田
市
の
中

間
に
あ
り
、
出
掛
け
る
に
も
便
利
な
地
の
利
を

十
分
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
進

市になると変わることなどについてプロジェクターを
使って説明。

心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」
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め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ア
イ
モ
ー
ル
・
ジ
ャ
ス
コ
は
開
店
以
来
、
大

変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
寂
し
く

な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
大
変
難
し
い
課
題
で

す
。
し
か
し
、
難
し
い
こ
と
で
も
挑
戦
し
て
い

く
の
が
町
の
姿
勢
で
あ
り
、
地
域
ご
と
の
盛
り

上
が
り
も
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

32
・
11
㎢
の
小
さ
な
町
で
す
の
で
、
行
政
と
住

民
が
互
い
に
一
体
感
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
三
好
町
に

と
っ
て
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
都
市
間
競
争

の
中
で
言
え
ば
、
そ
こ
に
住
む
人
が
一
つ
に

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
役
場
が
中
心
と
な
っ
て
何
で
も
や
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
働
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
の
は
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
発
信
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
環
境
の
問
題
も
当
然
最
優
先

で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
祉

の
問
題
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
重
要
に
な
っ
て

く
る
事
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
町
民
は
市
に
な
る
と
、
町
長
の
給
料

や
議
員
報
酬
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
不
信
を
抱
い
て
い
ま
す
。

●
回
答
＝
市
に
な
っ
た
か
ら
町
長
の
給
料
や
議

員
の
報
酬
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
町
長

の
給
料
を
２
回
下
げ
て
い
ま
す
。
現
在
の
任
期

中
に
市
制
施
行
す
る
か
ど
う
か
も
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
市
長
に
な
る
か
ど
う
か
も

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
市
長
に
な
っ
て
も

給
料
を
上
げ
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

●
意
見
＝
市
に
な
っ
た
場
合
、
役
所
の
組
織
や

人
員
、
ま
た
議
会
の
構
成
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

●
回
答
＝
町
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
今
年
４
月

に
大
き
な
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
７
部
１

室
37
課
で
あ
っ
た
も
の
を
、
７
部
１
室
27
課
に

減
ら
し
ま
し
た
。
町
の
人
口
は
伸
び
て
い
ま
す

が
、
組
織
が
大
き
く
な
り
細
分
化
が
進
む
と
、

そ
の
担
当
職
員
が
い
な
い
と
ほ
か
の
職
員
で
は

分
か
ら
な
い
な
ど
と
い
っ
た
縦
割
り
行
政
の
弊

害
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め

に
、
課
を
大
き
く
し
て
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
な
組
織
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
実
行
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
町
長
と
し
て
２
期
目
の
任
期
の
中
間

に
あ
り
ま
す
が
、
２
期
目
に
立
候
補
す
る
時
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
10
年
間
で
職
員
数
の
10
％

削
減
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
人
口
が
増
え
て
い
る

の
に
職
員
を
削
減
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
職
員

に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ

う
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
不
足
す
る

部
分
は
、
町
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

で
補
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
今
年
大
き
な
機
構

改
革
を
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
細
か
い
軌
道
修

正
な
ど
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
い
将

来
、
市
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
点
で
劇

的
に
組
織
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
退
職

者
が
あ
っ
て
も
人
員
を
補
充
し
な
い
と
い
う
形

で
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
か

な
り
厳
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
市

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
方
針
を
変
え
る
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
に
つ
い
て
は
、
町
長
と
い
う
立
場
で
一

方
的
に
話
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
方

自
治
法
で
定
め
る
議
員
の
上
限
定
数
は
、
三
好

町
の
人
口
規
模
だ
と
、
町
の
場
合
は
26
人
、
市

に
な
る
と
30
人
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
定
数
は
条
例
で
定
め
て
お

り
、
人
口
が
伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
４
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
以
前
は

定
数
が
24
人
で
あ
っ
た
も
の
を
20
人
に
減
ら
す

と
い
う
英
断
を
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
以
前

は
、
し
ば
ら
く
26
人
の
定
数
で
あ
っ
た
も
の
を

24
人
と
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
議
員
定
数
は

何
人
が
適
当
か
と
い
う
の
は
、
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
20
人
に
削
減
さ
れ
、
委
員
会
の
組
織
も
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
個
人
的
に
は
、
市
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
市
制
施
行
に
伴
い
、
行
政
区
の
統
廃

▲参加者の皆さんからの質問に回答する久野町長
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合
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

●
回
答
＝
行
政
区
の
統
廃
合
は
、
非
常
に
難
し

い
課
題
で
す
。
平
成
17
年
と
平
成
18
年
に
区
長

を
中
心
に
行
政
区
あ
り
方
検
討
会
で
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
話
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

明
治
39
年
に
３
村
が
合
併
し
て
三
好
村
が
で

き
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
三
好
町
が
誕
生
。
そ

の
時
は
12
行
政
区
で
し
た
が
、
現
在
は
25
行
政

区
あ
り
ま
す
。
行
政
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が

あ
り
、
簡
単
に
統
廃
合
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
区
の
中
に
は
、
高
齢
者
の
比
率
が
30
％

を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
戸
数
で
は
、

少
な
い
行
政
区
は
35
戸
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る

一
方
、
多
い
行
政
区
は
２
、
０
０
０
戸
余
り
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
現
在

の
行
政
区
の
区
分
の
見
直
し
は
、
簡
単
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
検
討
し
て
よ
り
良
い
方
向
に

も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
市
制
施
行
し
た
か
ら
す
ぐ
に

見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
く
、
今

後
、
区
長
を
中
心
に
、
行
政
と
一
緒
に
話
し
合

い
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
意
見
＝
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
普
通
に
考

え
る
と
「
町
」
が
「
市
」
に
変
わ
り
、
漢
字
の

「
三
好
市
」
と
な
る
の
が
自
然
だ
と
思
い
ま
す

が
、
障
害
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

●
回
答
＝
昭
和
45
年
に
「
同
一
名
称
の
市
が
あ

る
場
合
に
は
類
似
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

と
い
う
旨
の
自
治
省
（
現
総
務
省
）
事
務
次
官

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
に
は
北

海
道
と
福
島
県
の
「
伊だ

て

し

達
市
」
な
ど
、
同
名
の

市
も
あ
り
、
総
務
省
に
は
「
既
に
あ
る
市
に
異

議
が
な
け
れ
ば
、
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
見
解
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
徳
島

県
に
三
好
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
三
好
町
が
市

と
な
っ
た
場
合
に
、
漢
字
の
「
三
好
市
」
と
な

る
の
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
、
副
町

長
以
下
担
当
職
員
が
徳
島
県
三
好
市
を
訪
問
。

漢
字
の
「
三
好
市
」
の
名
称
使
用
に
つ
い
て
相

談
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
三
好
市
の
担

当
部
長
か
ら
、
「
名
称
に
つ
い
て
は
各
市
町
の

裁
量
で
あ
り
、
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
」
と
の

答
え
を
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
市

長
名
で
、
漢
字
の
「
三
好
市
」
を
使
用
す
る
の

は
差
し
控
え
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

徳
島
県
三
好
市
は
、
池
田
町
を
は
じ
め
と
し

た
三
好
郡
の
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
合
併
に
伴
う
名
称
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た

際
、
本
当
は
「
池
田
市
」
の
名
称
を
使
用
し

た
か
っ
た
が
、
大
阪
府
に
池
田
市
が
あ
る
た

め
、
自
治
省
事
務
次
官
通
知
を
尊
重
し
、
名

称
公
募
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
、
阿
波
池
田
駅

に
ち
な
み
「
阿
波
池
田
市
」
、
三
好
郡
か
ら

と
っ
た
「
三
好
市
」
の
２
候
補
に
絞
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
合
併
協
議
会
の
42
人
の
委
員
に
よ

る
決
戦
投
票
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
票
差
で
三

好
市
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
件
に
関

し
て
は
、
改
め
て
総
務
省
へ
行
き
、
三
好
町
の

思
い
を
訴
え
、
漢
字
の
「
三
好
市
」
の
名
称
使

用
の
是
非
に
つ
い
て
再
度
確
認
を
し
て
く
る
予

定
で
す
が
、
現
段
階
で
は
、
か
な
り
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

●
意
見
＝
平
仮
名
の
「
み
よ
し
」
の
議
論
は
さ

れ
ま
し
た
か
。
そ
れ
も
徳
島
県
三
好
市
か
ら
拒

否
さ
れ
た
の
で
す
か
。
平
仮
名
も
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。

●
回
答
＝
徳
島
県
三
好
市
か
ら
は
、
漢
字
の

「
三
好
市
」
の
使
用
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
で
あ

心の通う対話の町政 進行中
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り
、
総
務
省
は
、
同
一
名
称
で
も
平
仮
名
や
異

な
る
漢
字
で
あ
れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。

●
意
見
＝
市
と
な
る
場
合
、
南
北
の
公
共
交
通

網
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
三
好
丘
地
区
は
、
20

年
後
に
は
高
齢
化
が
進
む
の
で
、
中
心
街
に
い

く
た
め
の
バ
ス
な
ど
の
充
実
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
回
答
＝
公
共
交
通
網
で
あ
る
「
さ
ん
さ
ん
バ

ス
」
は
、
以
前
は
２
台
で
運
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
４
台
に
増
便
。
こ
れ

に
よ
り
運
行
間
隔
が
短
く
な
り
、
利
便
性
が
高

ま
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
コ
ー
ス
に

つ
い
て
も
、
今
後
、
さ
ん
さ
ん
バ
ス
利
用
促
進

協
議
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、

基
本
的
に
は
バ
ス
停
か
ら
５
０
０
ｍ
の
範
囲
の

人
は
歩
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。

そ
れ
よ
り
遠
い
人
は
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
制

度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

便
数
に
つ
い
て
は
、
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど

財
政
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
例

し
て
利
用
者
が
増
え
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

今
の
段
階
で
さ
ら
に
増
便
す
る
と
簡
単
に
言
え

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
政
負
担
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
高
齢
社
会
に
向
け
て
多
く
の
人
が

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
見
込
み
が
立
て

ば
、
路
線
の
変
更
も
含
め
て
考
え
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

豊
田
市
の
浄
水
地
区
に
豊
田
厚
生
病
院
が
開

１
月
６
日
、
三
好
町
消
防
団
出
初
観
閲
式

を
行
い
ま
し
た
。
年
初
め
恒
例
の
こ
の
行
事

に
は
、
山や
ま
む
ら
ひ
ろ
み

村
博
実
消
防
団
長
以
下
１
３
０
人

の
皆
さ
ん
が
参
加
。
わ
が
町
に
は
消
防
団
が

13
分
団
あ
り
ま
す
が
、
旧
来
の
行
政
区
に
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
団
員
定
数
３
６
３
人
の
と

こ
ろ
、
現
在
３
２
０
人
で
不
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
県
下
で
も
先
駆
的
な
女
性
消
防
団
は
、

火
災
予
防
運
動
の
普
及
Ｐ
Ｒ
と
災
害
時
の
後

方
支
援
活
動
を
目
的
に
平
成
８
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
現
在
の
団
員
数
は
45
人
。
ほ
ぼ
全

行
政
区
か
ら
２
人
の
選
出
を
い
た
だ
き
一
団

を
結
成
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
役
割
が
大

き
く
、
そ
の
活
躍
に
対
す
る
期
待
度
も
多

大
。
し
か
し
今
、
消
防
団
員
に
な
っ
て
く
れ

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状

で
、
悩
み
の
種
で
す
。
観
閲
式
の
あ
い
さ
つ

で
山
村
団
長
か
ら
来
賓
の
皆
さ
ん
へ
「
自
分

た
ち
も
団
員
を
確
保
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
そ
れ
ぞ

れ
の
地
元
で
も
働
き
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
、
訴
え
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。
入
団
の
お

願
い
に
行
っ
て
も
本
人
よ
り
も
先
に
親お
や
ご御
さ

ん
に
断
ら
れ
て
し
ま
い
、
団
員
が
や
る
気
を

な
く
し
て
し
ま
う
実
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
常
設
消
防
の
尾
三
消
防
組
合
は
昭

和
46
年
12
月
に
県
内
４
番
目
の
消
防
組
合
と

し
て
設
立
。
尾
三
消
防
の
力
は
確
か
な
も
の

が
あ
り
、
近
隣
と
比
較
し
て
も
決
し
て
見
劣

り
し
ま
せ
ん
。
火
災
や
救
急
現
場
に
は
お
よ

そ
６
分
前
後
で
到
着
し
、
的
確
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
管
内
で
発
生
す

る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
が
「
点
」
で
の
対
応
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

面
的
な
広
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
常
設
消
防
と
協
力
関
係

に
あ
る
消
防
団
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
朝
有
事
の
と

き
に
は
何
と
し
て
も
頼
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
、
三
好
丘
地
区
は
福
谷
分
団
と
高

嶺
分
団
が
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
広
範
囲

す
ぎ
て
大
変
で
す
。
新
た
な
分
団
設
立
の
兆

し
は
な
ん
と
な
く
あ
り
そ
う
な
気
配
で
す
が
、

大
変
難
し
い
課
題
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

良
き
知
恵
を
拝
借
し
た
い
も
の
で
す
。

消
防
団
員
を
募
集
中

連
載
第
61
回

２
月
４
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
久
野
町
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

院
す
る
の
で
、
そ
こ
へ
の
乗
り
入
れ
や
、
豊
田

市
や
日
進
市
、
東
郷
町
の
バ
ス
と
の
連
携
も
含

め
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
バ
ス
路
線
を
い
か
に
工
夫
し
て
い
く
か
が

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
上
で
の

課
題
の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
市
制
施
行
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
結
果
】

　

11
月
18
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
６
会
場

で
３
８
６
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
や
提
言
の
総
数
は
56
件
で
し
た
。

多くの皆さんが説明会に参加して、さまざまな意見や要望などが
積極的に提案されました。
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